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加硫温度と加硫ゴムの物性について (3)

今回は，前回門こ引き続き，加硫温度及び加硫

時間の異なる加硫ゴムの熱老化試験結果について

紹介する．

表 1の配合に基づき，加硫促進剤(DM, CZ, 

TT), 加硫温度(120, 140, 160℃)，加硫時間 (tc

(90), tc (90)の1.5倍加硫， tc(90)の 2倍加硫）

を変えた条件で加硫したゴムの熱老化試験結果を

表 2に示す．熱老化後の引張強さ (T叫における
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表 2 熱老化試験I)結果
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1) JIS K6257に準拠，ギャーオープン使用，老化温度100℃, ( )内は変化率(%)を示す．但し， HAは変化を示す．

2) JIS K6253に準拠， タイプ Aデュロメータ使用
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加硫温度及び加硫時間の関係について更に図 1及

び2に示す．熱老化後の加硫ゴムの物性も，初期

物性と同様加硫温度が低い方(120℃)が優れてい

る傾向を示す．低い温度(120℃)で加硫しても通

常の加硫温度(140, 160℃)とほぼ同等の耐熱性を

示すことがわかる．また，加硫時間による熱老化

物性の影響については，特に認められない．

次回，圧縮永久ひずみ試験結果について紹介す

る．
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熱老化後の引張強さ (Ta) [実測値(MPa)]における加硫温度及び加硫時間の関係
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図 2 熱老化後の引張強さ (TB) [変化率（％）］における加硫温度及ぴ加硫時間の関係

ここに記載した内容は，細心の注意を払って行 て確実に保証するものではありません．
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